
保管されていることを営業社員に説明した上で、個人情
報の漏えいが万一にも発生しないよう注意喚起をしてい
ます。

– 村上さん :
LINE WORKSの管理者機能として実行ファイルなどの送
信を制限できる点でもセキュリティが担保されています。

LINE WORKSの具体的な活用シーンとその効果をお
聞かせください。
– 滝川さん :
複数のメンバーと瞬時に情報を共有できる複数人トーク
は、LINE WORKS導入時にはまだLINEとはできなかっ
たのですが、機能改善されてLINEとも複数人トークでき
るようになってからノエビアの営業社員にとって欠かせ
ないコミュニケーションツールとなりました。営業社員
は、自分が担当する複数の販売代理店様とのグループや
特定のイベント参加者のグループというように、さまざ
まなグループと連絡を取り合う必要があります。以前は
販売代理店様に個別に電話やメールで連絡をしていまし
たが、LINEと連携できるようになってからは、その手段
がLINE WORKSに置き換わりました。必要なメンバー
を集めたトークルームを営業社員が任意に作ることがで
きる柔軟性も利便性が高く、目的に応じてそれぞれのト
ークルームで一斉に情報を伝えることができるようにな
りました。

– 村上さん :
LINE WORKSではExcel、Word、PDFのファイルも送
れるので、営業社員が販売代理店様にさまざまな業務デ
ータを送信するのにも便利です。

– 滝川さん :
ノエビアは化粧品の他にアパレルやボディファッション
も扱っており、その新製品情報を販売代理店様などに提
供する際、商品の見本写真や、社員自らが商品説明をし
ている動画をグループトークに投稿するといった使われ
方もしています。

– 宗実さん :
情報システム部ではシステム障害のお知らせやアップデ

事業内容と皆さんの役割をご紹介ください。
– 滝川さん :
当社は、化粧品・医薬部外品等の製造販売業の株式会社
ノエビア（以下、ノエビア）、化粧品・医薬品等の製造
販売業の常盤薬品工業株式会社（以下、常盤薬品工
業）、配置薬販売事業を行う株式会社常盤メディカルサ
ービス（以下、常盤メディカルサービス）などからなる
ノエビアグループの持ち株会社です。私はグループ会社
全体の情報システムを管理する情報システム部の担当部

株式会社ノエビアホールディングスは、グループ会社の営業社員がお客様や販売代理
店様とスムーズに連絡を取るため、LINE WORKSを導入。トークによる緻密なコミ
ュニケーションを実現するだけではなく、文書や画像などをスピーディにやり取りす
ることで、業務省力化にも大きく貢献しています。情報システム部の滝川さん、宗実
さん、村上さんに、LINE WORKSの具体的な利用シーンと、今後のさらなる活用に
向けた展望をお話しいただきました。

いる状況ですが、今後はより利便性の高いLINE 
WORKSをコミュニケーションツールの中核に据えなが
ら、さまざまなシステムと連携させることで多忙な営業
社員を支援できればと考えています。LINE WORKSさ
え開けば、コミュニケーションも業務情報の取得も瞬時
にできる。グループ会社全体に、そんな環境を構築する
ことも検討しています。

その1つとして検討しているのが、オフィスで利用され
ているPCに関するヘルプデスクのチャットボット化で
す。外出の多い営業社員は社外からヘルプデスクに問い
合わせできないので、LINE WORKSのチャットボット
を活用して簡単な問い合わせに自動回答できる仕組みを
整備できればと考えています。

将来にはさらに発展的に、LINE WORKSをインターフ
ェースとして様々なアプリケーションにアクセスできる
環境も整えたいと考えています。複数のシステムのUIを
LINE WORKSに統一できれば、営業社員の営業活動も
より効率的になるはずです。

販売代理店様と営業社員の情報共有環境が大幅に向上。
今後は多様なシステムと連携させ、グループ会社全体の

業務プラットフォームとして進化させたいです。

ッセージをLINEに登録されているプライベートの友だち
に誤送信してしまうといったリスクが懸念されました。

LINE WORKSを選定された理由と、運用開始までの
経緯を教えてください。
– 滝川さん :
常盤メディカルサービスからも、全国のお客様を訪問し
て配置薬を点検する営業社員が営業所と連絡を取るため
にLINEを使いたいという要望があり、セキュアにコミュ
ニケーションを取れるツールとしてLINE WORKSを導
入しました。LINE WORKSはPCでも使えるので、本社
が作成した長文の通達などを一斉に配信することも可能
です。そこで常盤薬品工業の営業部隊でも導入し、続い
てノエビアの営業社員と販売代理店様の連絡ツールとし
て採用することを決定しました。現在、3社の営業社員
全員と、営業社員を統括する部署、情報システム部の部
員など、総勢1,000名以上がLINE WORKSを利用してい
ます。

LINE WORKSの魅力はセキュリティ性が高いことに加
え、広く普及しているLINEと操作が似ていることです。
営業社員は中途採用の社員も多いため、特別な導入教育
がいらないことも大きなメリットだと感じました。ま
た、ノエビアの販売代理店様では、かなりご高齢の方で
もLINEは利用されているケースが多く、そのLINEとメ
ッセージがやりとりできるLINE WORKSの外部連携機
能によって、営業社員との緻密なコミュニケーションが
図れるようになることが期待されました。

– 宗実さん :
新たなツールを導入する時はマニュアルを作成して配布
したり、説明会を開催したりしなければなりませんが、
LINE WORKSの運用に際してはその必要が一切ありま
せんでした。導入後も操作方法などに関する問い合わせ
はほとんどなく、これほどスムーズに定着したツールは
かつてなかったと思います。

LINE WORKSの運用に際してどのようなセキュリテ
ィ対策を施されていますか。
– 滝川さん :
LINEとのやりとりにおいても、ログの記録がしっかり

ートの告知などをグループ会社の全社員にメールで通知
していましたが、LINE WORKS導入後はそうした情報
をホームに掲示しています。大半の社員がメールよりも
早く気づいてくれるので、スピーディかつ確実に通知し
たい情報はホームで周知させるようになりました。

– 滝川さん :
LINE WORKSは当初、主に営業社員がお客様や販売代
理店様などと密に連絡を取るための手段として導入しま
したが、いまや既存のグループウェア以上に便利なツー
ルとして、営業社員のみならずグループ会社全体のコミ
ュニケーションを円滑にするプラットフォームとして機
能しつつあります。

多数のLINE WORKSアカウントをどのように管理さ
れていますか。
– 村上さん :
情報システム部ではグループ各社のアカウント全体を管

理することから、LINE WORKSのAPIを活用し、ETLツ
ールのDataSpider※を用いて人事異動情報を自動で
CSVデータとして取り込めるようにしています。退職者
や休職者のLINE WORKSアカウントは自動削除され、
新入社員には発行されたアカウントを通知するメールが
自動配信される仕組みです。手作業でアカウント管理を
しなくて済むので、業務効率化に役立っています。

LINE WORKSの活用を、今後どのように進展させた
いとお考えですか。
– 滝川さん :
現在、当社グループは既存のグループウェアと併用して

– 宗実さん :
グループウェアで作成している営業日報も、出先などの
社外でLINE WORKSに音声入力できないかと考えてい
ます。スマートフォンでアクセスできるように対応して
はいますが、より簡単に早く入力できるにように、大幅
な業務効率向上を実現したいです。LINE WORKSは音
声入力をはじめ、他にも多彩な機能を備えているので、
それらを活用して、グループ全体で活用レベルをさらに
高めていきたいですね。
※DataSpider…プログラミングを必要とせずに異なるシステム間のデータ連携を実現す

るETLツール

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2019年3月当時のものです。

長を務めています。

– 宗実さん :
情報システム部の課長代理である私は、グループ会社全
体のサーバーやネットワーク、各種システムやアプリケ
ーションの導入と運用、ID管理などに携わっています。

– 村上さん :
私は宗実のチームで、サーバー運用やネットワーク管
理、LINE WORKSをはじめとする各種サービスの導
入・運用作業の実務を担当しています。

LINE WORKS導入以前には、どのような課題があり
ましたか。
– 滝川さん :
ノエビアの商品は、販売代理店様によってお客様に販売
されています。販売代理店様は法人化しているケースも
ありますが、個人で販売活動を行われる主婦の方も少な
くありません。ノエビアの営業社員は支店ごとに複数の
販売代理店様を統括しており、以前は電話やメールで営
業活動や販売支援に関するさまざまな連絡をしていまし
た。しかし、すぐに連絡がつかないことが多く、複数の
販売代理店様に一斉に情報を発信したい場合もあること
から、当社の情報システム部にLINEを使いたいという要
望が上げられるようになりました。

営業社員は販売代理店様に新製品発表会や各種研修会の
案内、商品の入荷予定や在庫データなどを発信します。
一方、販売代理店様からは日々の営業活動状況などが報
告されます。LINEを使えばそのやり取りがスムーズにな
るはずですが、秘匿すべき業務情報や個人情報を含むメ
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複数のメンバーと瞬時に情報を共有できる複数人トーク
は、LINE WORKS導入時にはまだLINEとはできなかっ
たのですが、機能改善されてLINEとも複数人トークでき
るようになってからノエビアの営業社員にとって欠かせ
ないコミュニケーションツールとなりました。営業社員
は、自分が担当する複数の販売代理店様とのグループや
特定のイベント参加者のグループというように、さまざ
まなグループと連絡を取り合う必要があります。以前は
販売代理店様に個別に電話やメールで連絡をしていまし
たが、LINEと連携できるようになってからは、その手段
がLINE WORKSに置き換わりました。必要なメンバー
を集めたトークルームを営業社員が任意に作ることがで
きる柔軟性も利便性が高く、目的に応じてそれぞれのト
ークルームで一斉に情報を伝えることができるようにな
りました。

– 村上さん :
LINE WORKSではExcel、Word、PDFのファイルも送
れるので、営業社員が販売代理店様にさまざまな業務デ
ータを送信するのにも便利です。

– 滝川さん :
ノエビアは化粧品の他にアパレルやボディファッション
も扱っており、その新製品情報を販売代理店様などに提
供する際、商品の見本写真や、社員自らが商品説明をし
ている動画をグループトークに投稿するといった使われ
方もしています。

– 宗実さん :
情報システム部ではシステム障害のお知らせやアップデ

事業内容と皆さんの役割をご紹介ください。
– 滝川さん :
当社は、化粧品・医薬部外品等の製造販売業の株式会社
ノエビア（以下、ノエビア）、化粧品・医薬品等の製造
販売業の常盤薬品工業株式会社（以下、常盤薬品工
業）、配置薬販売事業を行う株式会社常盤メディカルサ
ービス（以下、常盤メディカルサービス）などからなる
ノエビアグループの持ち株会社です。私はグループ会社
全体の情報システムを管理する情報システム部の担当部

いる状況ですが、今後はより利便性の高いLINE 
WORKSをコミュニケーションツールの中核に据えなが
ら、さまざまなシステムと連携させることで多忙な営業
社員を支援できればと考えています。LINE WORKSさ
え開けば、コミュニケーションも業務情報の取得も瞬時
にできる。グループ会社全体に、そんな環境を構築する
ことも検討しています。

その1つとして検討しているのが、オフィスで利用され
ているPCに関するヘルプデスクのチャットボット化で
す。外出の多い営業社員は社外からヘルプデスクに問い
合わせできないので、LINE WORKSのチャットボット
を活用して簡単な問い合わせに自動回答できる仕組みを
整備できればと考えています。

将来にはさらに発展的に、LINE WORKSをインターフ
ェースとして様々なアプリケーションにアクセスできる
環境も整えたいと考えています。複数のシステムのUIを
LINE WORKSに統一できれば、営業社員の営業活動も
より効率的になるはずです。

ッセージをLINEに登録されているプライベートの友だち
に誤送信してしまうといったリスクが懸念されました。

LINE WORKSを選定された理由と、運用開始までの
経緯を教えてください。
– 滝川さん :
常盤メディカルサービスからも、全国のお客様を訪問し
て配置薬を点検する営業社員が営業所と連絡を取るため
にLINEを使いたいという要望があり、セキュアにコミュ
ニケーションを取れるツールとしてLINE WORKSを導
入しました。LINE WORKSはPCでも使えるので、本社
が作成した長文の通達などを一斉に配信することも可能
です。そこで常盤薬品工業の営業部隊でも導入し、続い
てノエビアの営業社員と販売代理店様の連絡ツールとし
て採用することを決定しました。現在、3社の営業社員
全員と、営業社員を統括する部署、情報システム部の部
員など、総勢1,000名以上がLINE WORKSを利用してい
ます。

LINE WORKSの魅力はセキュリティ性が高いことに加
え、広く普及しているLINEと操作が似ていることです。
営業社員は中途採用の社員も多いため、特別な導入教育
がいらないことも大きなメリットだと感じました。ま
た、ノエビアの販売代理店様では、かなりご高齢の方で
もLINEは利用されているケースが多く、そのLINEとメ
ッセージがやりとりできるLINE WORKSの外部連携機
能によって、営業社員との緻密なコミュニケーションが
図れるようになることが期待されました。

– 宗実さん :
新たなツールを導入する時はマニュアルを作成して配布
したり、説明会を開催したりしなければなりませんが、
LINE WORKSの運用に際してはその必要が一切ありま
せんでした。導入後も操作方法などに関する問い合わせ
はほとんどなく、これほどスムーズに定着したツールは
かつてなかったと思います。

LINE WORKSの運用に際してどのようなセキュリテ
ィ対策を施されていますか。
– 滝川さん :
LINEとのやりとりにおいても、ログの記録がしっかり

ートの告知などをグループ会社の全社員にメールで通知
していましたが、LINE WORKS導入後はそうした情報
をホームに掲示しています。大半の社員がメールよりも
早く気づいてくれるので、スピーディかつ確実に通知し
たい情報はホームで周知させるようになりました。

– 滝川さん :
LINE WORKSは当初、主に営業社員がお客様や販売代
理店様などと密に連絡を取るための手段として導入しま
したが、いまや既存のグループウェア以上に便利なツー
ルとして、営業社員のみならずグループ会社全体のコミ
ュニケーションを円滑にするプラットフォームとして機
能しつつあります。

多数のLINE WORKSアカウントをどのように管理さ
れていますか。
– 村上さん :
情報システム部ではグループ各社のアカウント全体を管

理することから、LINE WORKSのAPIを活用し、ETLツ
ールのDataSpider※を用いて人事異動情報を自動で
CSVデータとして取り込めるようにしています。退職者
や休職者のLINE WORKSアカウントは自動削除され、
新入社員には発行されたアカウントを通知するメールが
自動配信される仕組みです。手作業でアカウント管理を
しなくて済むので、業務効率化に役立っています。

LINE WORKSの活用を、今後どのように進展させた
いとお考えですか。
– 滝川さん :
現在、当社グループは既存のグループウェアと併用して

– 宗実さん :
グループウェアで作成している営業日報も、出先などの
社外でLINE WORKSに音声入力できないかと考えてい
ます。スマートフォンでアクセスできるように対応して
はいますが、より簡単に早く入力できるにように、大幅
な業務効率向上を実現したいです。LINE WORKSは音
声入力をはじめ、他にも多彩な機能を備えているので、
それらを活用して、グループ全体で活用レベルをさらに
高めていきたいですね。
※DataSpider…プログラミングを必要とせずに異なるシステム間のデータ連携を実現す

るETLツール

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2019年3月当時のものです。

長を務めています。

– 宗実さん :
情報システム部の課長代理である私は、グループ会社全
体のサーバーやネットワーク、各種システムやアプリケ
ーションの導入と運用、ID管理などに携わっています。

– 村上さん :
私は宗実のチームで、サーバー運用やネットワーク管
理、LINE WORKSをはじめとする各種サービスの導
入・運用作業の実務を担当しています。

LINE WORKS導入以前には、どのような課題があり
ましたか。
– 滝川さん :
ノエビアの商品は、販売代理店様によってお客様に販売
されています。販売代理店様は法人化しているケースも
ありますが、個人で販売活動を行われる主婦の方も少な
くありません。ノエビアの営業社員は支店ごとに複数の
販売代理店様を統括しており、以前は電話やメールで営
業活動や販売支援に関するさまざまな連絡をしていまし
た。しかし、すぐに連絡がつかないことが多く、複数の
販売代理店様に一斉に情報を発信したい場合もあること
から、当社の情報システム部にLINEを使いたいという要
望が上げられるようになりました。

営業社員は販売代理店様に新製品発表会や各種研修会の
案内、商品の入荷予定や在庫データなどを発信します。
一方、販売代理店様からは日々の営業活動状況などが報
告されます。LINEを使えばそのやり取りがスムーズにな
るはずですが、秘匿すべき業務情報や個人情報を含むメ

株式会社ノエビアホールディングス

情報システム部からの重要なお知らせはホームで効果的に周知



保管されていることを営業社員に説明した上で、個人情
報の漏えいが万一にも発生しないよう注意喚起をしてい
ます。
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れるので、営業社員が販売代理店様にさまざまな業務デ
ータを送信するのにも便利です。

– 滝川さん :
ノエビアは化粧品の他にアパレルやボディファッション
も扱っており、その新製品情報を販売代理店様などに提
供する際、商品の見本写真や、社員自らが商品説明をし
ている動画をグループトークに投稿するといった使われ
方もしています。

– 宗実さん :
情報システム部ではシステム障害のお知らせやアップデ

事業内容と皆さんの役割をご紹介ください。
– 滝川さん :
当社は、化粧品・医薬部外品等の製造販売業の株式会社
ノエビア（以下、ノエビア）、化粧品・医薬品等の製造
販売業の常盤薬品工業株式会社（以下、常盤薬品工
業）、配置薬販売事業を行う株式会社常盤メディカルサ
ービス（以下、常盤メディカルサービス）などからなる
ノエビアグループの持ち株会社です。私はグループ会社
全体の情報システムを管理する情報システム部の担当部

いる状況ですが、今後はより利便性の高いLINE 
WORKSをコミュニケーションツールの中核に据えなが
ら、さまざまなシステムと連携させることで多忙な営業
社員を支援できればと考えています。LINE WORKSさ
え開けば、コミュニケーションも業務情報の取得も瞬時
にできる。グループ会社全体に、そんな環境を構築する
ことも検討しています。

その1つとして検討しているのが、オフィスで利用され
ているPCに関するヘルプデスクのチャットボット化で
す。外出の多い営業社員は社外からヘルプデスクに問い
合わせできないので、LINE WORKSのチャットボット
を活用して簡単な問い合わせに自動回答できる仕組みを
整備できればと考えています。

将来にはさらに発展的に、LINE WORKSをインターフ
ェースとして様々なアプリケーションにアクセスできる
環境も整えたいと考えています。複数のシステムのUIを
LINE WORKSに統一できれば、営業社員の営業活動も
より効率的になるはずです。

ッセージをLINEに登録されているプライベートの友だち
に誤送信してしまうといったリスクが懸念されました。

LINE WORKSを選定された理由と、運用開始までの
経緯を教えてください。
– 滝川さん :
常盤メディカルサービスからも、全国のお客様を訪問し
て配置薬を点検する営業社員が営業所と連絡を取るため
にLINEを使いたいという要望があり、セキュアにコミュ
ニケーションを取れるツールとしてLINE WORKSを導
入しました。LINE WORKSはPCでも使えるので、本社
が作成した長文の通達などを一斉に配信することも可能
です。そこで常盤薬品工業の営業部隊でも導入し、続い
てノエビアの営業社員と販売代理店様の連絡ツールとし
て採用することを決定しました。現在、3社の営業社員
全員と、営業社員を統括する部署、情報システム部の部
員など、総勢1,000名以上がLINE WORKSを利用してい
ます。

LINE WORKSの魅力はセキュリティ性が高いことに加
え、広く普及しているLINEと操作が似ていることです。
営業社員は中途採用の社員も多いため、特別な導入教育
がいらないことも大きなメリットだと感じました。ま
た、ノエビアの販売代理店様では、かなりご高齢の方で
もLINEは利用されているケースが多く、そのLINEとメ
ッセージがやりとりできるLINE WORKSの外部連携機
能によって、営業社員との緻密なコミュニケーションが
図れるようになることが期待されました。

– 宗実さん :
新たなツールを導入する時はマニュアルを作成して配布
したり、説明会を開催したりしなければなりませんが、
LINE WORKSの運用に際してはその必要が一切ありま
せんでした。導入後も操作方法などに関する問い合わせ
はほとんどなく、これほどスムーズに定着したツールは
かつてなかったと思います。

LINE WORKSの運用に際してどのようなセキュリテ
ィ対策を施されていますか。
– 滝川さん :
LINEとのやりとりにおいても、ログの記録がしっかり

ートの告知などをグループ会社の全社員にメールで通知
していましたが、LINE WORKS導入後はそうした情報
をホームに掲示しています。大半の社員がメールよりも
早く気づいてくれるので、スピーディかつ確実に通知し
たい情報はホームで周知させるようになりました。

– 滝川さん :
LINE WORKSは当初、主に営業社員がお客様や販売代
理店様などと密に連絡を取るための手段として導入しま
したが、いまや既存のグループウェア以上に便利なツー
ルとして、営業社員のみならずグループ会社全体のコミ
ュニケーションを円滑にするプラットフォームとして機
能しつつあります。

多数のLINE WORKSアカウントをどのように管理さ
れていますか。
– 村上さん :
情報システム部ではグループ各社のアカウント全体を管

理することから、LINE WORKSのAPIを活用し、ETLツ
ールのDataSpider※を用いて人事異動情報を自動で
CSVデータとして取り込めるようにしています。退職者
や休職者のLINE WORKSアカウントは自動削除され、
新入社員には発行されたアカウントを通知するメールが
自動配信される仕組みです。手作業でアカウント管理を
しなくて済むので、業務効率化に役立っています。

LINE WORKSの活用を、今後どのように進展させた
いとお考えですか。
– 滝川さん :
現在、当社グループは既存のグループウェアと併用して

– 宗実さん :
グループウェアで作成している営業日報も、出先などの
社外でLINE WORKSに音声入力できないかと考えてい
ます。スマートフォンでアクセスできるように対応して
はいますが、より簡単に早く入力できるにように、大幅
な業務効率向上を実現したいです。LINE WORKSは音
声入力をはじめ、他にも多彩な機能を備えているので、
それらを活用して、グループ全体で活用レベルをさらに
高めていきたいですね。
※DataSpider…プログラミングを必要とせずに異なるシステム間のデータ連携を実現す

るETLツール

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2019年3月当時のものです。

長を務めています。

– 宗実さん :
情報システム部の課長代理である私は、グループ会社全
体のサーバーやネットワーク、各種システムやアプリケ
ーションの導入と運用、ID管理などに携わっています。

– 村上さん :
私は宗実のチームで、サーバー運用やネットワーク管
理、LINE WORKSをはじめとする各種サービスの導
入・運用作業の実務を担当しています。

LINE WORKS導入以前には、どのような課題があり
ましたか。
– 滝川さん :
ノエビアの商品は、販売代理店様によってお客様に販売
されています。販売代理店様は法人化しているケースも
ありますが、個人で販売活動を行われる主婦の方も少な
くありません。ノエビアの営業社員は支店ごとに複数の
販売代理店様を統括しており、以前は電話やメールで営
業活動や販売支援に関するさまざまな連絡をしていまし
た。しかし、すぐに連絡がつかないことが多く、複数の
販売代理店様に一斉に情報を発信したい場合もあること
から、当社の情報システム部にLINEを使いたいという要
望が上げられるようになりました。

営業社員は販売代理店様に新製品発表会や各種研修会の
案内、商品の入荷予定や在庫データなどを発信します。
一方、販売代理店様からは日々の営業活動状況などが報
告されます。LINEを使えばそのやり取りがスムーズにな
るはずですが、秘匿すべき業務情報や個人情報を含むメ

株式会社ノエビアホールディングス


